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11
月
７
日
、

18
時
半
か
ら
、

文
京
区
区
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い

て
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当

解
雇
撤
回
・
職

場
復
帰
を
め
ざ

す
「
支
え
る
会
」

結
成
集
会

が
開
か
れ

ま
し
た
。
３
５
０
人
収
容
の

会
議
室
に
ど
れ
だ
け
の
方
が

集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
か
心

配
で
し
た
。
18
時
15
分
で
は

会
場
は
原
告
団
以
外
の
来
場

者
は
ち
ら
ほ
ら
程
度
。
が
ら

が
ら
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
本
当
に
ド
キ
ド
キ
、
ハ
ラ

ハ
ラ
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
開
始
時
刻

５
分
前
頃
か
ら
次
々

と
お
見
え
に
な
り
、

一
時
は
受
付
に
長

蛇
の
列
が
で
き
る

状
況
で
、
予
備
の

パ
イ
プ
椅
子
も
次

か
ら
次
へ
と
運
び

出
さ
れ
、
最
終
的

に
は
原
告
68
名
を

含
み
、
約
４
０
０
名
の

参
加
者
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
エ
ア

コ
ン
が
効
か
な
い
く
ら

い
熱
気
の
あ
る
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
会
前
に
は
“
う
た
ご
え
”

の
合
唱
で
「
あ
の
空
へ
帰
ろ

う
」
が
参
加
者
と
共
に
歌
わ

れ
ま
し
た
。
集
会
は
運
営
委

員
井
上
さ
ん
（
全
労
連
）
の

司
会
、
運
営
委
員
遠
藤
さ
ん

（
全
労
協
）
の
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
ま
し
た
。

原
告
弁
護
団
の
山
口
弁
護

士
か
ら
、
証
人
尋
問
で
解
雇

の
不
当
性
を
明
瞭
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
裁
判
報
告
が

さ
れ
た
後
、
代
表
世
話
人
の

宮
里
労
働
弁
護
団
会
長
よ
り

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
の
意
義
」
と

い
う
課
題
で
30
分
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
要
旨
後
段
）
。

国
鉄
分
割
民
営
化
と
Ｊ
Ａ
Ｌ

解
雇
問
題

の
関
係
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
解

雇
問
題
の

労
働
運
動
に
お
け
る
位
置
づ

け
、
東
京
地
裁
判
決
の
勝
利

の
重
要
性
等
非
常
に
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
し
た
。

つ
い
で
柚
木
支
え
る
会
事

務
局
長
か
ら
支
え
る
会
の
体

制
と
闘

争
財
政

確
立
の

た
め
会

員
獲
得

目
標
年
内
３
万
人
、
最
終
的

に
は
５
万
人
実
現
に
向
け
協

力
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
次
に

連
帯
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

元
国
労

旭
川
闘
争

団
内
田
団

長
か
ら
は
、

「
解
雇
と
は
生
活
の
破
壊
、

人
間
の
尊
厳
ま
で
無
視
を
さ

れ
、
人
格
ま
で
否
定
さ
れ
る
。

こ
ん
な
こ
と
は
許
せ
な
い
。

稲
盛
会
長
の
言
葉
を
決
し
て

安
易
に
受
け
止
め
ず
、
常
に

警
戒
心
を
持
っ
て
立
ち
向
か

う
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
。

皆
さ
ん
方
が
あ
の
空
で
羽
ば

た
い
て
い
る
職
場
に
帰
る
ま

で
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
。

国

労

千

葉

地

本

坂

口

書

記

長

か
ら
は
、
「
私
た
ち
は
こ
の

間
の
闘
い
で
、
多
く
の
仲
間

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
集
会
を
契
機
に
、
共
闘

を
中
心
に
し
な
が
ら
、
地
域

で
の
問
題
や
企
業
内
で
の
課

題
・
問
題
を
交
流
し
な
が
ら
、

解
雇
撤
回
闘
争
と
し
て
共
に

闘
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
。

医
労
連

山
田
委
員

長
か
ら
は
、

「
患
者
や

乗
客
の
命
を

守
る
た
め
に
は
、
十
分
な
人

員
配
置
と
豊
か
な
経
験
に
裏

づ
け
ら
れ
た
技
術
が
必
要
で
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雇
自
由
攻
撃
に
対
し
て
、
こ

の
法
理
を
獲
得
し
た
の
で
あ

る
。
決
し
て
十
分
な
法
理
と

は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も

経
営
者
は
整
理
解
雇
４
要
件

は
、
使
用
者
に
と
っ
て
解
雇

規
制
と
し
て
厳
し
す
ぎ
る
と

い
う
批
判
を
し
て
い
る
。

会
社
更
生
法
下
に
お
け
る

整
理
解
雇
、
あ
る
い
は
民
事

再
生
法
下
に
お
け
る
整
理
解

雇
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
整

理
解
雇
と
は
違
う
、
裁
判
所

の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
る

整
理
解
雇
な
の
で
、
整
理
解

雇
４
要
件
は
適
用
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
と
か
、
大
幅
に

緩
和
し
て
適
用
す
る
の
だ
と

い
う
意
見
は
強
く
主
張
さ
れ

て
い
る
。

整
理
解
雇
の
要
件
を
弱
め

よ
う
と
い
う
企
て
は
一
貫
し

て
あ
る
。
使
用
者
は
そ
も
そ

も
解
雇
は
自
由
だ
と
、
よ
っ

ぽ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
解

雇
は
制
限
さ
れ
な
い
ん
だ
と

い
う
主
張
を
基
本
的
に
持
っ

て
い
る
。

こ
の
基
本
的
な
主
張
が
折

に
触
れ
て
、
繰
り
返
し
出
て

の
方
か
ら
職
場
や
お
知
り
合

い
の
方
へ
会
員
拡
大
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
整
理
解
雇
闘
争

の
闘
い
は
、
労
働
運
動
と
し

て
見
る
な
ら
ば
、
２
つ
の
点

で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
。一

つ
は
、
労
働
者
が
長
年

に
渡
っ
て
、
闘
い
の
中
で
形

成
し
て
き
た
整
理
解
雇
制
限

の
法
理
い
わ
ゆ
る
整
理
解
雇

４
要
件
を
守
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

整
理
解
雇
４
要
件
と
簡
単

に
言
う
が
、
こ
の
４
要
件
を

獲
得
す
る
ま
で
に
、
ど
れ
だ

け
の
整
理
解
雇
反
対
闘
争
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
た
か
、
よ

う
や
く
に
し
て
私
た
ち
は
解

す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
不
当
解
雇
は

命
を
守
る
こ
と
を
投
げ
捨
て

た
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。
」

日

本

年

金

機

構

移

行

時

に

解

雇

さ

れ

た

全
厚
生
闘
争
団
國
枝
事
務
局

次
長
か
ら
は
、
「
経
験
者
が

い
な
く
な
っ
て
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
年
金
が
実
現
す
る

で
し
ょ
う
か
。
空
の
安
全
を

目
指
す
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
人
達
と
同

じ
思
い
で
す
。
思
い
を
一
つ

に
し
て
職
場
に
戻
り
ま
し
ょ

う
。
」

そ
の
後
、
参
加
原
告
を
バ
ッ

ク
に
内
田
・
山
口
両
原
告
団

団
長
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
、

最
後
は
全
労
協
全
国
一
般
東

部
労
組
菅
野
委
員
長
の
若
々

し
く
力
強
い
団
結
頑
張
ろ
う
！

で
閉
会
し
ま
し
た
。

当
日
会
場
で
早
速
41

件

（
47
口
）
の
入
会
申
し
込
み

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
標

達
成
を
め
ざ
し
て
是
非
会
員

が
出
た
ら
、
経
営
を
も
の
す

ご
く
激
励
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
闘
っ
て
い
る
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
重

要
だ
が
、
全
て
の
労
働
者
に

と
っ
て
、
整
理
解
雇
４
要
件

と
い
う
雇
用
保
障
の
法
理
を
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
整
理
解
雇
闘
争
に

お
い
て
、
我
々
は
守
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
全

て
の
労
働
者
、
労
働
運
動
の

課
題
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
の
整
理
解
雇
し
か
も
大

企
業
の
大
量
の
整
理
解
雇
の

中
で
、
整
理
解
雇
要
件
が
厳

格
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
結

果
を
、
私
達
が
勝
ち
と
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
整
理
解
雇

や
様
々
な
攻
撃
の
中
で
闘
っ

て
い
る
労
働
者
、
労
働
組
合

を
大
き
く
励
ま
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
う
。

各
労
組
・
集
会
に
お
い
て

支
援
要
請
、
支
え
る
会
入
会

要

請

を

行

い

ま

し

た

。

8
日

練
馬
全
労
協
常
任
幹

く
る
。
解
雇
し
た
人
に
お
金

を
払
え
ば
、
解
雇
訴
訟
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度

も
そ
の
歩
み
で
あ
る
。

社
会
的
に
注
目
を
集
め
て

い
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
整
理
解
雇
に

お
い
て
、
も
し
も
整
理
解
雇

は
緩
や
か
で
も
い
い
と
、
会

社
更
生
下
に
あ
っ
て
は
な
お

緩
や
か
で
い
い
と
い
う
判
決

宮
里
先
生
の
お
話
（
要
旨
）

11
月
原
告
団
の
活
動
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論
集
会
・
全
税
関
東
京
最

高
裁
10
周
年
の
集
い
・
目

黒
労
協
定
期
大
会
・
東
京

全
労
協
大
会
・
全
国
ク
レ

サ
ラ
・
ヤ
ミ
会
被
害
者
交

流
会
（
愛
媛
）

28
日

あ
か
つ
き
印
刷
労
組

29
日

許
す
な
子
会
社
潰
し
・

日
航
に
雇
用
を
求
め
る
決

起
集
会
・
新
宿
西
口
駅
頭

宣
伝
・
明
治
乳
業
総
決
起

集
会
・
イ
ラ
ン
航
空
不
当

解
雇
撤
回
宣
伝
行
動

30
日

日
航
本
社
前
宣
伝
行

京
労
組
傘
下
労
組
・
千
葉

県
内
各
労
組
・
調
布
駅
前

宣
伝
行
動
・
羽
田
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ラ

19
日

日
本
の
歌
声
祭
典
イ
ン

千
葉
・
品
川
労
協
定
期
大
会
・

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
・
国
労

中
央
支
部
定
期
大
会
・
三
多
摩

労
連
学
習
会

20
日

石
川
島
播
磨
差
別
を

な
く
す
会
総
会

21
日

品
川
駅
頭
宣
伝
行
動
・

日
赤
廣
瀬
さ
ん
進
行
協
議

22
日

農
民
連
見
本
市
・
荒

川
区
労
評
大
会

23
日

千
葉
権
利
討
論
集
会
・

東
京
労
連
女
性
セ
ン
タ
ー

定
期
大
会
・
全
労
協
全
労

働
者
定
期
大
会
・
愛
媛

あ
か
た
は
祭
り

24
日

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
組
合
潰
し

を
許
さ
な
い
！
東
京
集
会
・

羽
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ラ
・
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
日
産
支
部

裁
判
傍
聴
・
早
稲
田
大
学

生
と
の
交
流
会

25
日

秋
の
争
議
支
援
中
央
総

行
動
・
松
山
争
議
支
援
行
動

26
日

福
岡
支
援
共
闘
会
議

決
起
集
会
・
東
京
地
評
討

事
会
・
全
印
総
連
勝
た
せ

る
会
総
会
・
北
海
道
内
自

治
労
各
労
組
（
〜
12
日
）

9
日

京
王
新
労
組
都
労
委
・

荒
川
区
労
評
幹
事
会
・
争

議
支
援
中
央
総
行
動
オ
ル

グ
・
全
国
一
般
東
京
労
組

執
行
委
員
会
・
大
阪
国
労

幹
事
会

10
日

交
運
共
闘
中
央
行
動
・

京
都
賞
宣
伝
行
動
・
タ
ケ

エ
イ
本
社
前
抗
議
集
会

11
日

国
労
千
葉
地
区
集
会
・

川
崎
全
国
港
湾
定
期
大
会

12
日

金
融
労
連
女
性
の
集

い
・
国
労
新
橋
支
部
定
期

大
会

・
神
戸
港
湾
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
み
ん
な
と
ピ
ー
ス

サ
ン
デ
ー
・
文
京
労
連
定
期

大
会
・
労
働
弁
護
団
総
会

13
日

歌
声
灯
火
新
宿
店
・
松

山
う
た
ご
え
・
北
海
道
内
自
治

労
各
労
組
（
〜
16
日
）

14
日

愛
媛
東
予
地
区
各
労
組

16
日

京
都
総
評
決
起
集
会

17
日

Ｊ
Ａ
京
都
争
議
東
京

高
裁
判
決
傍
聴
・
社
保
庁

人
事
院
前
要
請
行
動

18
日

全
横
浜
港
湾
定
期
大

会
・
全
労
協
全
国
一
般
東

（
元
都
立
大
学
教
員
）
・
岩
崎
徹

（
札
幌
大
学
経
済
学
部
教
授
）
・

宇
賀
神
直
（
弁
護
士
）
・
浦
野
広

明
（
立
正
大
学
法
学
部
客
員
教
授
）
・

江
森
民
夫
（
弁
護
士
）
・
大
川
隆

司
（
弁
護
士
・
か
な
が
わ
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
代
表
幹
事
）
・
大
串

隆
吉
（
都
立
大
学
・
首
都
大
学
東

京
名
誉
教
授
）
・
大
須
眞
治
（
労

働
総
研
事
務
局
長
）
・
大
野
友
秀

（
歯
科
医
師
）
・
大
森
正
信
（
広

島
大
学
名
誉
教
授
）
・
岡
康
（
桑

名
九
条
の
会
代
表
世
話
人
）
岡
崎

勝
彦
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）
岡

村
親
宜
（
弁
護
士
・
日
本
労
働
弁

護
団
副
会
長
）
・
小
川
政
亮
（
日

本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
）
・

荻
野
高
敏
（
小
児
科
医
）
・
小
越

洋
之
助
（
労
働
総
研
代
表
理
事
）
・

小
野
寺
義
象
（
弁
護
士
）
・
尾
林

芳
匡
（
弁
護
士
）
・
垣
内
国
光

（
明
星
大
学
教
授
）
・
笠
原
浩

（
松
本
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）
・

片
方
信
也
（
日
本
福
祉
大
学
教
授
）
・

金
子
ハ
ル
オ
（
都
立
大
学
・
大
妻

女
子
大
学
名
誉
教
授
）
・
蒲
田
豊

彦
（
弁
護
士
）
・
河
相
一
成
（
東

北
大
学
名
誉
教
授
）
・
河
崎

光

成
（
弁
護
士
）
・
川
辺
平
八
郎

（
東
京
経
済
大
学
名
誉
教
授
）
・

河
村
武
信
（
弁
護
士
）
・
菊
地
定

動
・
国
労
市
川
地
区
集
会
・

大
田
区
労
連
学
習
会
・
大

阪
航
空
各
労
組

赤
松
宏
一
（
原
水
爆
禁
止
日
本
協

議
会
代
表
幹
事
）
・
浅
生
卯
一

（
大
学
教
員
）
・
安
部
千
春
（
弁

護
士
）
・
天
谷
和
夫
・
飯
田
幸
光

（
弁
護
士
）
・
井
岡
大
義
・
石
川

勇
吉
（
真
宗
大
谷
派
報
恩
寺
住
職
）
・

石
川
元
也
（
弁
護
士
）
・
石
田
正

也
（
弁
護
士
）
・
石
山
久
男
（
憲

法
会
議
代
表
幹
事
）
・
板
井
優

（
熊
本
中
央
法

律
事
務
所
所
長
）
・

伊
藤
博
義
（
宮

城
教
育
大
学
名

誉
教
授
）
・
伊

藤
幹
郎
（
弁
護

士
）
伊
藤
セ
ツ

（
昭
和
女
子
大

学
名
誉
教
授
）
・

井
上
和
衛
（
明

治
大
学
名
誉
教

授
）
・
井
之
脇

寿
一
（
弁
護
士
）
・

今

村

幸

次

郎

（
弁
護
士
）
・

五

十

子

満

大

今
後
の
予
定

◆
12
月
6
日
（
木
）

「
勝
ち
取
ろ
う
勝
利
判
決
・
取
り
戻
そ
う
職
場
へ
」

12
・
06
総
決
起
集
会

18
時
30
分
〜
み
ら
い
座
池
袋
（
旧
豊
島
公
会
堂

）

◆
12
月
19
日
（
月
）

乗
員
裁
判
結
審

11
時
30
分
〜
地
裁
前
宣
伝
行
動

13
時
10
分
〜
１
０
３
号
法
廷

13
時
40
分
〜
報
告
集
会

（
虎
ノ
門
ス
ク
エ
ア
）

◆
12
月
21
日
（
水
）

客
乗
裁
判
結
審

9
時
20
分
〜
地
裁
前
宣
伝
行
動

11
時
〜
１
０
３
号
法
廷

11
時
30
分
〜
報
告
集
会

（
虎
ノ
門
ス
ク
エ
ア
）

◆
12
月
26
日
（
月
）
16
時
30
分
〜
17
時

日
航
本
社
前
（
天
王
洲
ア
イ
ル
）
宣
伝
行
動

賛
同
人
の
方
々
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清
山
玲
（
茨
城
大
学
教
授
）
・
関

本
秀
治
（
税
理
士
）
・
千
田
忠
男

（
同
志
社
大
学
教
授
）
・
高
木
一

彦
（
弁
護
士
）
・
高
木
輝
雄
（
弁

護
士
）
・
高
橋
敬
（
弁
護
士
）
・

高
橋
敬
幸
（
弁
護
士
・
鳥
取
県
弁

護
士
会
会
長
）
・
竹
内
俊
（
広
島

修
道
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教

授
）
武
田
隆
雄
（
日
本
山
妙
法
寺

僧
侶
）
・
武
田
芳
彦
（
弁
護
士
）
・

田
島
一
（
作
家
・
日
本
民
主
主
義

文
学
会
副
会
長
）
・
近
松
順
一

（
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）
・
津
上

忠
（
元
劇
作
家
）
・
辻
村
一
郎

（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）
・
土

田
文
子
（
弁
護
士
）
・
寺
沢
達
夫

（
弁
護
士
）
・
土
井

大
助
（
詩
人
会
議
顧

問
）
・
土
井
敏
彦

（
内
科
医
）
・
東
垣

内
清
（
弁
護
士
）
・

東
郷
久
（
大
阪
経
済

法
科
大
学
経
済
学
部

教
授
）
・
藤
内
和
公

（
岡
山
大
学
教
授
）
・

冨
田
武
生
（
弁
護
士
）
・

鳥
畑
与
一
（
静
岡
大

学
教
授
）
・
永
尾
廣

久
（
弁
護
士
）
・
中

西
基
（
弁
護
士
）
・

長
渕
満
男
（
甲
南
大

や
す
ら
ぎ
福
祉
会
理
事
長
）
・
佐

藤
欣
哉
（
弁
護
士
）
・
佐
藤
敬
二

（
立
命
館
大
学
教
授
）
・
佐
藤
勉

（
弁
護
士
）
・
佐
藤
哲
之
（
弁
護

士
）
・
佐
藤
秀
夫
（
弁
護
士
）
・

佐
藤
博
文
（
弁
護
士
）
・
澤
田
章

子
（
文
芸
評
論
家
）
・
志
田
な
や

子
（
弁
護
士
）
・
篠
原
義
仁
（
弁

護
士
）
・
柴
田
弘
捷
（
専
修
大
学

人
間
科
学
部
教
授
）
・
清
水
洋
二

（
弁
護
士
）
・
志
村
新
（
弁
護
士
）
・

下
山
房
雄
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
・

白
石
光
征
（
弁
護
士
）
・
杉
本
朗

（
弁
護
士
）
・
杉
山
茂
雄
（
弁
護

士
）
・
鈴
木
良
（
元
立
命
館
大
学

教
授
）
・
鷲
見
賢
一
郎
（
弁
護
士
）
・

則
（
元
公
立
高
校
長
・
不
戦
兵
士

市
民
の
会
）
・
木
村
愛
子

・
熊

澤
喜
久
雄
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
・

栗
岩
恵
一
（
全
国
勤
労
者
ス
キ
ー

協
議
会
会
長
・
元
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

Ｗ
Ｃ
選
手
）
・
黒
岩
哲
彦
（
弁
護

士
）
・
高
史
明
（
作
家
）
・
小
関

傳
六
（
弁
護
士
）
・
小
林
保
夫

（
弁
護
士
）
・
小
松
健
一
（
写
真

家
）
・
今
重
一
（
弁
護
士
）
・
坂

本
福
子
（
弁
護
士
）
・
桜
井
徹

（
日
本
大
学
教
授
）
・
佐
々
木
昭

三
（
労
働
運
動
総
合
研
究
所
常
任

理
事
）
・
笹
山
尚
人
（
弁
護
士
）
・

佐
藤
昭
夫
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教

授
）
・
佐
藤
清
（
社
会
福
祉
法
人

（
医
師
）
・
三
井
斌
友
（
名
古
屋

大
学
名
誉
教
授
）
・
峰
岸
純
夫

（
都
立
大
学
名
誉
教
授
）
・
美
馬

孝
人
（
北
海
学
園
大
学
名
誉
教
授
）
・

三
宅
明
正
（
千
葉
大
学
教
授
）
・

宮
本
平
一
（
弁
護
士
）
・
向
井
智

志
（
医
師
）
・
村
上
恭
介
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）
・
村
田
尚
紀
（
関
西

大
学
教
授
）
・
毛
利
正
道
（
弁
護

士
）
・
森
英
樹
（
名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
）
・
守
川
幸
男
（
弁
護
士
）
・

守
谷
武
子
（
日
本
婦
人
団
体
連
合

会
顧
問
）
・
諸
井
昭
二
（
音
楽
家

（
作
曲
・
指
揮
）
）
・
山
口
逸
郎

（
映
画
製
作
者
）
・
山
﨑
恭
男

（
座
間
小
児
科
院
長
）
・
山
田
忠

行
（
弁
護
士
）
・
山
中
敏
裕
（
日

本
大
学
准
教
授
）
・
山
本
補
将

（
元
専
修
大
学
北
海
道
短
大
教
授
）
・

山
本
亘
（
俳
優
）
・
山
家
悠
紀
夫

（
暮
ら
し
と
経
済
研
究
室
）
・
湯

本
誠
（
札
幌
学
院
大
学
教
員
）
・

吉
田
健
一
（
弁
護
士
）
・
吉
田
美

喜
夫
（
立
命
館
大
学
法
科
大
学
院

教
授
）
・
吉
原
稔
（
弁
護
士
）
・

米
田
貢
（
日
本
科
学
者
会
議
事
務

局
長
・
中
央
大
学
教
授
）
・
脇
山

拓
（
弁
護
士
）
・
和
田
肇
（
名
古

屋
大
学
教
授
）･

渡
辺
勝
義
（
詩
人
）

（
敬
称
略
・
あ
い
う
え
お
順

11
月
25
日
現
在
１
５
９
名
）

学
名
誉
教
授
）
・
中
丸
素
明
（
弁

護
士
）
・
中
村
和
雄
（
弁
護
士
）
・

中
村
方
子
（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）
・

中
村
有
三
（
静
岡
県
保
険
医
協
会

顧
問
）
・
中
山
和
久
（
早
稲
田
大

学
名
誉
教
授
）
・
那
須
稔
（
青
森

保
健
生
活
協
同
組
合
職
員
）
・
難

波
正
二
（
大
阪
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会

会
委
員
）
・
西
本
徹
（
弁
護
士
）
・

野
田
正
彰
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）
・

橋
本
敦
（
弁
護
士
）
・
浜
田
章
作

（
日
本
労
働
法
学
会
会
員
・
元
鳥

取
短
大
助
教
授
・
鳥
取
県
革
新
懇

代
表
世
話
人
）
・
浜
林
正
夫
（
一

橋
大
学
名
誉
教
授
）
・
林
直
道

（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）
・

晴
山
一
穂
（
専
修
大
学
大
学
院
法

務
研
究
科
教
授
）
・
平
沼
高
（
明

治
大
学
教
授
）
・
平
野
治
和
（
光

陽
生
協
病
院
院
長
）
・
広
田
次
男

（
福
島
原
発
被
害
弁
護
団
共
同
代

表
）
・
藤
田
秀
雄
（
立
正
大
学
名

誉
教
授
）
・
古
澤
潤
（
画
家
）
・

細
川
汀
（
労
働
医
学
研
究
者
・
元

京
都
府
立
大
教
授
）
・
細
見

茂
（
弁
護
士
）
・
前
田
達
男
（
金

沢
大
学
名
誉
教
授
）
・
松
井
栄
一

（
高
知
大
学
名
誉
教
授
）
・
松
野

迅
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）
・
馬

渡
耕
史
（
鹿
児
島
生
協
病
院
院
長
）
・

三
上
満
（
教
育
家
）
・
三
谷
晃

- 4 -

<支える会体制>

【代表世話人】

浅倉むつ子（早稲田大学教授）

宮里邦雄（日本労働弁護団会長）

脇田 茂（龍谷大学教授）

（あいうえお順）

【運営委員会・事務局】

運営委員 玉田雅也（全国港湾）

同 井上 久（全労連）

同 遠藤一郎 (全労協)

同 竹島昌宏（航空連）

事務局長 柚木康子（昭和シェル労組）

同 次長 中原純子（全国一般東京労組）

同 次長 原田洋一（元国労東京闘争団）

同 次長 藤田由美子（客乗原告）

同 次長 鈴木圭子(客乗原告)

同 次長 斉藤晃（乗員原告）

【アドバイザー】

熊谷金道

山下俊幸


